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＜連絡事項＞

＜入室状況＞
【ユニット移動】
・丹内　栄子様～東A16号室➝東B1号室（本人：東C6）
・田中　邦男様～東A10号室→東B2号室
・楢館　悠登様～東A11号室→東D18号室
・越田　早織様～東B1号室→東A16号室

＜患者様連絡事項＞
・杉山　舞様～深澤Drより面談日3/28の14時～16時の間で設定の指示受ける。受け持ちNsお母様へ連絡お願いします。
・越田　早織様～精神的に不安定な旨、馬渡Drに状態報告し今の状態であれば外泊は無理には勧めないとの指示あり、家族様へ連絡する。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中脱衣行為や他室侵入あり、早めに開放観察終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。朝食後薬服用時は薬を選んで服用しているが、昼食後薬は全て服用。食事も摂取され、大声や不穏なく経過している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・野坂　翔様～9：00～16：00開放観察実施。開放観察中、何度か来詰され自身の置かれている環境への不満等を訴えることあり都度傾聴している。主治医診察あり、明日9時で隔離解除の予定となっている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _GoBack]・磯嶋　茜様～入院後、粗暴、不穏強く16：55身体拘束開始となる。


＜柞木田Dr.診察＞
・白幡　一真様～リスペリドン4㎎/日から2㎎/日減量、以外は同内容で7日分処方となる。
頸部の傷について次回皮膚科受診の指示受ける。

・風張　久美子様～明日よりインヴェガ9㎎に増量し以外は同内容で7日分処方となる。
徐々に離床を促すよう指示あり。

・豊川　京子様～カルベジロール錠（2.5） 0.5 錠追加となり以外は同内容で7日分処方となる。
便の硬さを気にする発言あり、ピコスルファートNaの内服にて経過観察の指示あり。BNP600台のためラシックス追加処方となる。血圧値要観察の指示受ける。

・森山　シゲ様～51ツムラ潤腸湯エキス顆粒 3 包、デュロキセチンＯＤ錠（20）1錠追加となり以外は7日分追加処方となる。

・淵沢　和子様～ラツーダ錠40ｍｇ/日に増量し、以外は同内容で7日分処方となる。
下痢の訴えあり、下剤は調整可の指示受ける。


＜小倉Dr.診察＞
・成田　富士子様～インスリン量変更なく継続の指示受ける。次回は4/23　14時頃からの予定となる。





＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和6年3月26日　15：55
　氏　　名：磯嶋　茜（いそじま　あかね）様
　生年月日：平成8年9月17日（27歳）
　病　　名：中等度知的障害
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット
　
　＜経過＞
　GHに入所していたが、この1年間問題行動（物がなくなったり、他室侵入をしたり）
を繰り返していた。注意をしても治らず今回、同居している人から一緒に住めないと
訴えが出て、施設では出て行くようにと通達されたが、状態は変わらず。
3月22日に本人をいれた話し合いをしていたが、GHでの生活では難しく、退所の方向の
話になっており、父に連絡をしていた。同日から、納得できずに自立訓練施設で外に
出て道路に飛び出そうとする、職員の制止を振り切って外に出ようとすることを繰り
返し、土日はGHで生活をしていたが、目が話せなかった。3月25日は施設内で落ち着い
て過ごしていたが、3月26日に突然急に動き出して、施設内を大きな音を立てて歩いた
り、施設の壁を叩き、職員の制止を聞かず抓る、捻る、拒薬があった。職員の制止が
困難でGHに返しても危ないので、当院へ受診相談をして受診の運びとなる。家族が入
院を希望され、15：55東病棟Aユニット11号室に医療保護入院となる。
